
（裏面につづく）

服用に際して、この添付文書を必ずお読みください
また必要なときに読めるよう大切に保管してください
使用期限を過ぎた製品は服用しないこと

女性ホルモンの減少による症状に
自律神経の乱れなどを整える

販売名：女性保健薬　命の母アクティブ

婦人薬
第3類医薬品

1 . 更年期は過ぎたのに、肩こり、腰痛、重だるさ、冷えなどがつらい方のための
生薬製剤です

2 . 女性ホルモンの減少による症状に、10種類の生薬が自律神経の乱れを整えて
効いていきます

3 .「血流促進」「骨・筋肉の補強」で肩こり・腰痛・重だるさ・冷えなどに効きます
4 . 更年期の後もアクティブな生活をサポートします

使用上の注意

1．次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
（１）医師の治療を受けている人
（２）薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人
2．服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

3．しばらく服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師
又は登録販売者に相談すること

関係部位 症　　状
皮ふ 発疹・発赤、かゆみ
消化器 吐き気、食欲不振

相談すること

製品特徴
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効能・効果

用法・用量

成分・分量

保管及び取扱い上の注意

更年期障害、血の道症注1）、月経不順、冷え症及びそれらに随伴する次の諸症状：月経痛、腰痛、頭痛、
のぼせ、肩こり、めまい、動悸、息切れ、手足のしびれ、こしけ注2）、血色不良、便秘、むくみ
注1）「血の道症」とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴って現れる精神

不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである
注2）「こしけ」とは、おりもののことである

次の量を食後に水又はお湯で服用してください

＜用法・用量に関連する注意＞
（１）定められた用法･用量を厳守すること
（２）吸湿しやすいため、服用のつどキャップをしっかりしめること

（１）直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して保管すること
（２）小児の手の届かない所に保管すること
（３）他の容器に入れ替えないこと（誤用の原因になったり品質が変わる）
（４）本剤をぬれた手で扱わないこと
（５）ビンの中の詰め物は輸送時の破損防止用なので開封時に捨てること

1日量（12錠）中

トウキ末................................. 300mg
センキュウ末 ........................... 200mg
カンゾウ末 .............................. 300mg
ニンジン末 ............................. 200mg
ビャクジュツ末 ......................... 100mg

シャクヤク末 .............................300mg
ボタンピ末 ...............................300mg
ゴシツ末 .................................300mg
ケイヒ末 .................................200mg
ブクリョウ末 .............................100mg

添加物として、無水ケイ酸、CMC-Ca、ステアリン酸Mg、ヒドロキシプロピルセルロース、D-ソルビトールを
含有する
●本剤は天然物（生薬）を用いているため、錠剤の色が多少異なることがあります

製品のお問合せは、お買い求めのお店又はお客様相談室にお願いいたします

年　　齢
大人（15才以上）
１５才未満

1回量

　　　　　　　×　服用しないこと

　
4錠

服用回数
1日3回

10224197MADE IN JAPAN
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